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強化戦略の実施状況・課題と対策強化の取組方針

令和３年３月２９日 新生ふくしま復興推進本部

農林水産物・県産品

（１）各部局が連携して正確な情報を継続的に粘り強く発信す
るとともに、オリ・パラの機会を捉えた全庁一体となった集中的
な情報発信により本県の更なるイメージ回復を図る。
（２）企業団体、学校等との連携・共創により新たな価値や魅力
を生み出し、他にはない情報発信や応援活動へと発展させる。
（３）国や他都道府県、市町村等との連携により、国内外へふく
しまの今と魅力を広く発信し、最新情報にアップデートする。

福島県風評・風化対策強化戦略（第５版）

○震災発生以降、１０年間の全庁一体となった取組で、様々な成果が現れている一方、
風評・風化の問題は根強く、多くの課題が残されており、今後も長い取組が必要

○今までの成果を活かした粘り強い取組の継続と新たな取組はともに必要。また、福島
の情報をどう最新化していくか、震災から時間が経過することで工夫が不可欠。

○新型コロナ、オリ・パラ延期等により取り組めていないもの、継続中のものについては、
ウィズコロナやデジタル化等の社会変容の動きを踏まえた柔軟な対応が必要

①粘り強い取組の継続と新たなチャレンジ （継続と新たな取組の融合により、ふくしまのリブランディングを実現する）

②情報の更なる「アップデート」に向けた最新かつ正確な情報発信 （固定化したふくしまのマイナス情報のリプレイスを実現する）

③連携・共創による信頼関係の構築 （コロナ対策やデジタル化に向けて多くの「ひと」とのリプライで新たな価値の創出を実現する）

【第５版】
対策強化の
取組方針

土台となる取組の継続的実施（安全・安心の確保や正確かつ最新の情報発信など）

放射線に関するリスクコミュニケーション(正確な情報･知識の普及) 環境回復の取組 徹底した食品の検査

空間線量率測定結果の公表

廃炉に向けた取組状況の発信 農林水産物の緊急時モニタリング検査

理解促進のためのパンフレット等を活用した県内外イベント等での発信強化

県民を対象とした食と放射能に関する説明会の開催

米や牛肉の抽出等検査 自家消費野菜の検査

県内小･中学校における放射線教育の充実

（１）地域の強みや特徴を明確にした観光モデル造成と国
内観光客獲得に向けた効果的な情報発信戦略の導入
（２）ホープツーリズムの更なる深化・拡大と教育旅行回復
に向けた訪問活動など粘り強い取組の継続
（３）海外現地窓口を活用したオンラインを含む情報発信
の継続とアフターコロナに向けた重点市場の嗜好に合わ
せた商品力強化、国際チャーター便の運航促進

各分野における取組方針（対策強化の方向性）

観光（国内、国際、教育旅行等） 情報発信（連携・共創、オリ・パラ関連含む）

【トップセールスによる
魅力発信】

【日本酒の更なるPR】

（１）方針が決定された場合、本県に対するイメージの悪化や
風評の再燃等の影響も予想されることから、食の安全性をは
じめとする正確な情報発信が必要。
（２）実際の処分が開始されるまで、また処分が開始された後
も含め、風評が生じることのないよう国と東電が責任をもって
風評対策を集中的に強化するよう働きかける。

ＡＬＰＳ処理水の取扱方針が決定した場合の対策

更なる価格回復と
輸出拡大を目指す

【企業や市町村と連携したPR】

【ホープツーリズムの推進】

環境回復の現状の発信 徹底した食品の検査放射線に関するリスクコミュニケーション（正確な情報・知識の普及）

【TVドラマと連動したPR】

地域ならではのコンテンツを
活かした誘客推進と
教育旅行の回復

【農業産出額の推移）】

【農産物輸出量の推移】

H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年
28,790 1,100 3,125 5,075 10,465 30,635 48,325 32,426 54,135

108,026 17,000 300 13,450 22,329 123,540 150,780 170,475

16,108 1,303 2,171 5,484 15,827 13,895 41,469 34,641 80,378

152,924 17,000 2,403 5,296 10,859 39,742 66,859 213,334 217,847 304,988

年

桃 （㎏）

米 （㎏）

その他 （㎏）

福島県 （㎏）

【観光客の宿泊者数】
（宿泊者のうち観光目的の宿泊者が全体の50%以上と回答した宿泊施設）

全国・対Ｈ22比

福島県・対Ｈ22比

全国 216,384 207,383 218,313 228,503 233,211 251,308 247,403 260,977 280,785 312,420
福島 6,360 5,124 4,651 5,099 5,341 5,062 4,582 4,935 5,284 5,031

（千人泊）

【本県に対する関心度】

（出典）観光庁宿泊統計

（１）新たな販路・販売棚の確保に向けた「オールふくしま」
での多様なアプローチと本県に対する親近感の醸成
（２）「ふくしま」ならではの強みを活かしたブランド力の向上
及び戦略的な情報発信による価格ポジションの回復と更
なる輸出拡大。ウィズコロナを踏まえたオンライン販売商
談の強化。
（３）農産物等の徹底した安全性確保と検査結果の見える
化､GAP･HACCP等の推進強化による消費者の信頼向上

①積極的なチャレンジの継続
②「アップデート」と「ビジット」の更なる推進
③共感・共働による信頼関係の構築

第４版
取組方針 【県産品】農産物輸出量は３年連続で過去最高を更新(H29～R1)。オンラインストアも年々売上を更新。

県産日本酒の金賞受賞数は７年連続で日本一。R1は震災以降最多の入賞数。
【観光】入込は震災前の98.5%に回復。外国人宿泊者数もR1は過去最高を記録し、H22比200％超え。
【情報発信】本県に対してのイメージは緩やかな回復傾向。企業や自治体との連携も更に拡大。

成果

【県産品】米や牛肉、果物等の価格が回復していない。ブランド力向上や産地の生産力・競争力の強化が必要。
【観光】教育旅行の回復遅れ、インバウンド宿泊数の伸びの全国との差。ウィズコロナ対策が急務。
【情報発信】コロナ禍で本県への応援意向が低下。本県への認識のアップデートが進んでいない。

課題

＜震災発生から１０年間の取組の成果と課題＞

【教育旅行宿泊者数・学校数】

教育旅行延べ宿泊者 709,932 673,912 132,445 240,148 318,618 350,704 381,446 435,468 488,298 517,820 516,525 （人泊）
教育旅行学校数 7,920 7,647 2,082 4,042 4,776 5,199 5,674 5,936 6,850 7,047 6,941 （校）


